
新潟青陵大学紀要 第８号　　2008年３月

9

初経産婦別の出産場所別にみた産む人の意識、行動と選択基準
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considering the difference of the place for childbirth and the existence 

of the experience of childbirth

Masako Kobayashi        Noriko Watanabe
NIIGATA SEIRYO UNIVERSITY
DEPARTMENT OF NURSINGY

Abstract

The sense, behaviors and standard of selection of women in childbed considering the difference

of the place for childbirth and the existence of the experience of childbirth

We investigate the modern women who are going to bear a child at hospital, clinic, or 

clinic without doctor but with mid-wife, before childbirth and after childbirth, to clear the cause of the

selection of the place for childbirth and the sense and behavior to childbirth.

The results show that both of inexperienced and experienced pregnant women choose hospital

and clinic considering conveniently location, substantial facility and reputation.

The image for childbirth is more negative before child bearing.

And during childbirth, people who choose hospital are negative, and people who choose clinic

are positive. 

People who choose clinic without doctor but with mid-wife, choose the facility by matters

concerning childbirth preferentially. 

The image for childbirth is positive before childbirth and during childbirth, the posture is positive

also.
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要　旨
現代女性の出産場所別の選択要因と出産に対する意識と行動を明らかにすることを目的に、病院、診療所、

助産所で出産する女性を対象に、出産前と出産後に調査をした。その結果、初・経産婦ともに、病院選択者、

診療所選択者は、立地条件や施設の充実、評判で選択していた。出産に対するイメージについて、出産前は

否定的イメージが高かったが、病院選択者は、出産中において消極的、診療所選択者は主体的であった。助

産所選択者は、出産方法に関することを優先して施設を選択し、出産に対するイメージは、出産前は肯定的

イメージ、出産中は主体的姿勢であった。
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Ⅰ　はじめに

日本において、第２次世界大戦後（1947年）
出産の場所は、自宅出産が97.6％を占めてい
た。しかし、1950年代から施設での出産が急
増し、1960年に自宅出産が49.9%、施設内出
産が50.1%とほぼ同じ割合になった。その後
施設内出産が90%台になったのは1967年で、
1990年に99.9%になった。それ以降施設内出
産は99.8～99.9%を維持している。
病院施設における医学的管理下の出産は、

何といっても世間に安全性を保証し、清潔で
さまざまな設備が整っているという認識を与
えた。病院での出産は、医療介入により安全
を保証し、母子保健に大きく貢献した。しか
し、安全なはずの管理出産は、過剰な医療介
入によりさまざまな弊害をもたらした。やが
て、それらは社会問題化し、いき過ぎた管理
出産に対する提言がなされた。
1975年頃、外国から自然出産法であるラマ
ーズ法が到来した。ラマーズ法は、産む女性
の人間性の尊重という思想に後押しされ、そ
の時代に求められるべくして日本全国に急速
に広まっていった。このラマーズ法と前後し
て、藤田は医学的管理下で行われている出産
やラマーズ法を取り入れた自然出産を取材し
た。1979年に『お産革命』
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を出版して、その
時代の出産事情に潜む問題を世に示した。ま
た、同年に産む側の女性による出産の実態調
査に基づく『出産白書』
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が発行された。この
調査は病院出産の実態と、女性の不安や不満
が示されていた。このような出産の問題や不
満は、個人の体験として語られ、医学的管理
出産の実態と問題が人々の前に明らかにさ
れ、社会の問題としてとらえられるようにな
った。1980年代からは出産体験者の告発や提
言が続出した。その後、1980年後半から1990
年にかけては自然出産志向の風潮が広がり始
めた。やがて、不必要な医療の介入を受けな
い自然経過を重要視し、自分の満足する出産
に向けて主体的な姿勢で望む女性や団体が出
てきた。
現代は女性の社会進出の増加、生涯未婚率
の上昇、そして平成17年の合計特殊出生率は
1.25と少子化の時代である。この時代に産む

ことを選択した女性は，出産体験を自分のラ
イフサイクルの中で一大イベントとして位置
づける傾向にある。女性が満足する出産をす
るには、出産場所の選択も重要な要因である。
それとともに、出産に対する意識や行動のあ
り方が満足度の上昇につながる。そこで、現
代の女性がどのような意識と行動で出産場所
を選択し、出産に臨もうとしているのか、ま
た出産後、出産に対して意識の変化があった
かどうかについて調査、分析した。

Ⅱ　研究方法

１．調査期間
平成1７年６月から平成18年１月
２．調査対象
Ｎ市内の総合病院（以下病院とする）で出
産する初産婦15人と経産婦15人（合計30人）、
アクティブバースを取り入れた診療所で出産
する初産婦15人と経産婦15人（合計30人）、
助産所で出産する初産婦４人と経産婦６人
（合計10人）を対象にした。
アクティブバースを取り入れた診療所を対
象とした理由は、次の２つである。現在施設
内出産は99.8%であるうち、病院と診療所の
割合が約半々であること。アクティブバース
を取り入れることによって、妊産婦の主体性
を発揮でき、その一方で、医師がいて産科医
療がすぐに受けられるという、病院と助産所
２つの要素を兼ね備えているからである。
３．調査方法
出産前は、妊娠28週以降に質問紙を渡し、

外来の待ち時間を利用して記入してもらっ
た。出産後は、産褥２日目以降に病室を訪問
し、質問紙を用いて聞き取り調査を実施した。
４．倫理的配慮
調査対象者には、書面と口頭により研究目
的と方法および本研究への協力により、不利
益が生じないことを説明し、本研究参加への
承諾を得た。同時に、収集したデーターは本
研究以外の目的以外には使用しないことを説
明した。質問紙は記入後、事前に準備した封
筒に入れてもらって回収し、プライバシーが
守られるようにした。
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Ⅲ．研究結果

１．対象者の属性（表１）
平均年齢については、初産婦において、病
院は29.9歳、診療所30.1歳、助産所27.8歳であ
った。経産婦においては、病院は30.1歳、診
療所31.1歳、助産所31.3歳であった。
出産様式については、初産婦において、病
院は自然分娩11人、帝王切開４人、診療所は
自然分娩14人、吸引分娩１人、助産所は全員
自然分娩であった。経産婦においては、病院
は自然分娩10人、帝王切開５人、診療所と助
産所は全員自然分娩であった。
経産婦の前回の出産方法と前回の出産場所
については、前回の出産方法は病院、診療所、
助産所とも全員自然分娩であった。前回の出
産場所については、病院では、病院で出産し
た人14人、診療所で出産した人１人、診療所
では、全員病院での出産であった。助産所で
は、病院で出産した人５人、診療所で出産し
た人１人であった。
これ以降の結果については、初産婦、経産
婦について出産場所別に述べる。

２．出産前後の出産に対するイメージ、希望、
姿勢について
１）出産のイメージ（前後）（図１.２）
出産前のイメージについて、初産婦におい
て、病院は「痛いもの」が66.7%、「大変な仕
事」と「自然なこと」46.7%、「大変そうで不
安」40％、診療所は「痛いもの」66.7%、「大

変な仕事」46.7％、「自然なこと」40%、助産
所は「自然なこと」100%、「神秘的」50%で
あった。経産婦において、病院は「痛いもの」
80%、「大変な仕事」53.3%、「大変そうで不安」
「神秘的」「自然なこと」46.7%、診療所は
「痛いもの」77.3%、「大変そうで不安」「神秘
的」「女性としての誇り」46.7%、「大変な仕
事」33.3％、助産所は「神秘的」「自然なこと」
66.7%、「痛いもの」「女性としての誇り」50%、
「大変な仕事」33.3％であった。
出産後のイメージについて、初産婦におい
て、病院は「痛いもの」「大変な仕事」80%、
「神秘的」46.7％、「女性としての誇り」40%、
診療所は「大変な仕事」80%、「女性としての
誇り」60％、「神秘的」53.3%、助産所は「自
然なこと」「神秘的」100%、「女性としての誇
り」50％であった。経産婦において、病院は
「痛いもの」86.7%、「大変な仕事」60%、「自
然なこと」46.7%、診療所は「痛いもの」80%、
「大変な仕事」「神秘的」53.3%、「女性として
の誇り」40%、助産所は「神秘的」83.3%、
「自然なこと」66.7%、「女性としての誇り」
50%であった。
２）出産前の出産に対する希望と出産後の
気持ち（図３.４）

出産前の出産に対する希望について、初産
婦において、病院は「不安がない出産」「気
持ちに余裕がある出産」40％、「女性でよか
ったと思える出産」20％、診療所は「不安が
ない出産」40%、「気持ちに余裕がある出産」
「女性でよかったと思える出産」26.7％、助産
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年齢（歳） 
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前回出産様式 
 

前回出産場所 
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最大 
平均 

標準偏差 
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病院 
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22 
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29.9 
5.6 
11 
4 
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25 
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3.1 
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4  
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0 
14 
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15 
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n=6 
29 
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0 
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1 
0

経産婦　　n＝36  初産婦　　n＝34 
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図１　出産前のイメージ（３つ選択） 

そ
の
他 

大
変
な
仕
事 

女
性
の
誇
り 

自
然
な
こ
と 

大
変
・
不
安 

恐
ろ
し
い 

神
秘
的 

痛
い
も
の 

特
に
な
い 

そ
の
他 

大
変
な
仕
事 

女
性
の
誇
り 

自
然
な
こ
と 

大
変
・
不
安 

恐
ろ
し
い 

神
秘
的 

痛
い
も
の 

特
に
な
い 

初産婦　N＝34 経産婦　N＝36

100 

80 

60 

40 

20 

0 
％ 

病院 

診療所 

助産所 

6.7

66.7
66.7

50.0

33.3
33.3

33.3 33.3

13.3

33.3

25.025.0

40.0 40.0

46.7 46.7

75.0

100

80.0

73.3

66.7 66.7

50.0
46.7
46.7

46.7 46.7 46.7
46.7

26.7

20.0

33.3

53.3
50.0

33.3
33.3

46.7

13.3
13.3

25

6.7

図２　出産後のイメージ（３つ選択） 
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所は「女性でよかったと思える出産」50%、
「不安がない出産」25％であった。経産婦に
おいて、病院は「不安がない出産」「気持ち
に余裕がある出産」33.3％、「がんばったと思
える出産」20％で、診療所は「不安がない出
産」46.7%、「気持ちに余裕がある出産」
26.7%、｢がんばったと思える出産」が13.3%、
助産所は「女性でよかったと思える出産」
50%、「不安がない出産」25％であった。
出産後の出産に対する気持ちについて、初

産婦において、病院は「がんばった出産だっ
た」53.3％、「不安がない出産だった」13.3％、
診療所は「がんばった出産だった」66.7%、
「不安がない出産だった」20%、「気持ちに余
裕がある出産だった」「恥ずかしくない出産
だった」6.7％、助産所は「がんばった出産だ
った」50％であった。経産婦において、病院
は「がんばった出産だった」73.3％、「不安が
ない出産だった」13.3%、「気持ちに余裕があ
る出産だった」6.7％で、診療所は「がんばっ
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図３　出産前の出産に対する希望 

病　院 

診療所 

助産所 

 

病　院 

診療所 

助産所 

 

2053.313.3

66.7 6.76.7

6.76.7

20

5050

6.76.713.3 73.3

13.3 6020

16.716.766.7

6.7

初
産
婦
　
n
＝
34
 

経
産
婦
　
n
＝
36
 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

　不安がない　　気持ちに余裕　　女性でよかった　　がんばった　　恥ずかしくない　　その他 
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た出産だった」60%、「不安がない出産だった」
20%、「気持ちに余裕がる出産だった」13.3%
の順、助産所は「不安がない出産だった」
66.7%、「がんばった出産だった」16.7％であ
った。
３）出産前の出産に臨む姿勢と出産時の姿
勢（複数回答）（図５.６）

出産前の出産に臨む姿勢について、初産婦
において、病院は「任せる」73.3%、「家族の
協力を得る」「希望を伝える」20％、「自ら準
備する」13.3%、診療所は「任せる」66.7%、
「家族の協力を得る」40%、助産所は｢家族の
協力を得る」100%、「自ら準備する」「希望を
伝える」75%であった。
経産婦において、病院は「任せる」77.3％、

「家族の協力を得る」46.7％、「自ら準備する」
「希望を伝える」13.3％で、診療所は「任せる」
60％、「家族の協力を得る」53.3％、「自ら準
備する」3.3％、助産所は「家族の協力を得る」
100％、「希望を伝える」50％であった。
出産時の姿勢について、初産婦において、

病院は「任せた」66.7%、「希望を伝えた」
53.3%「家族の協力を得た」33.3％、診療所は
「希望を伝えた」66.7％、「任せた」20％、「家

族の協力を得た」6.7％、助産所では「家族の
協力を得た」100％、「希望を伝えた」「自ら
準備した」75％であった。経産婦において、
病院は「任せた」73.3％、「家族の協力を得た」
53.3%、「希望を伝えた」26.7％、診療所は
「希望を伝えた」60%、「任せた」20%、「家族
の協力を得た」13.3％、助産所は｢家族の協力
を得た」「希望を伝えた」83.3%、「自ら準備
した」66.7％であった。
３．希望する出産の種類と出産時の希望体位
について
１）希望する出産の種類（図７）
初産婦、経産婦ともに、またどの施設も

「自然分娩」が最も多かった。
２）出産の希望体位（図８）
初産婦において、病院では「出産になって
みないとわからない」46.7%、「仰臥位」
33.3%、「考えていない」20％、診療所は「出
産になってみないとわからない」60%、「仰臥
位」13.3%、「四つん這い」6.7％、助産所「出
産になってみないとわからない」100％であ
った。
経産婦において、病院では「仰臥位」

46.7%、「考えていない」33.3%、「出産になっ
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図６　出産時の姿勢（複数回答） 
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てみないとわからない」20%、診療所は「出
産になってみないとわからない」46.7%、「仰
臥位」「考えていない」13.3%、助産所は「出
産になってみないとわからない」83.3%、「四
つん這い」16.7％であった。

４．フリースタイル出産の知識の有無について
初産婦において、病院では「知っている」

60％、「知らない」40％で、診療所は「知っ
ている」66.7％、「知らない」33.3％、助産所
は「知っている」100％であった。
経産婦において、病院は「知っている」

60％、「知らない」40％、診療所「知ってい
る」53.3％、「知らない」46.7％、助産所は
「知っている」100％であった。

５．出産場所の選択理由と情報収集源に
ついて
１）出産場所の選択理由（３つ選択）
（図９.10）
初産婦において、病院は「近い」が86.7％、

「家族の勧め」40％、「施設が充実」26.7％で
あった。診療所は「評判がよい」73.3％、「近
い」60％、「施設が充実」40％であった。助
産所は「立会い出産ができる」75％、「医療
者が親切」「自然分娩ができる」「自分で考え
た出産ができる」「友人の勧め」が50％であ
った。経産婦において、病院は「近い」93％、
「前回出産した」46.7％、「評判がよい」33.3％、
「医療者が親切」26.7％、「緊急に対応できる」
「友人の勧め」20％であった。診療所では
「近い」66.7％、「友人の勧め」46.7％、「評判
がよい」「施設が充実」40％、「立会い出産が
できる」33.3％であった。助産所は「考えた
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図９　出産場所の選択理由（初産婦）３つ選択　N＝34
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出産ができる」83.3％、「立会い出産ができる」
66.7％、「自然分娩ができる」50％、「医療者
が親切」「友人の勧め」33.3％の順であった。
２）施設選択のための情報収集源について
（複数回答）（図11）
初産婦において、病院は「その施設で出産
した人の話を聞いた」46.7％、「スタッフの話
を聞いた」26.7％、「何もしていない」20％で
あった。診療所は「その施設で出産した人の
話を聞いた」53.3％、「インターネット」
46.7％、「その施設では出産していない人の話
を聞いた」20％であった。助産所は「その施
設で出産した人の話を聞いた」と「スタッフ
の話を聞いた」75％、「インターネット」
25％であった。経産婦において、病院は「そ
の施設で出産した人の話を聞いた」66.7％、
「何もしていない」33.3%、「その施設では出
産していない人の話を聞いた」と「スタッフ
の話を聞いた」6.7％の順、診療所は「その施
設で出産した人の話を聞いた」60％、「イン
ターネット」33.3％、「その施設では出産して
いない人の話を聞いた」26.7％の順、助産所
は「その出産した人の話を聞いた」83.3％、
「スタッフの話を聞いた」66.7％、「インターネ
ット」16.7％であった。

Ⅳ．考察

１．出産に対するイメージ、希望、姿勢に
ついて
１）出産に対するイメージ
初産婦、経産婦ともに、病院では出産前は
否定的なイメージが大きく、出産後はさらに
否定的イメージが増加していた。診療所では
出産前は否定的なイメージが大きかったが、
出産後は否定的イメージに加え、肯定的なイ
メージが増加した。助産所では、出産前は肯
定的イメージが大きく、出産後はさらに増加
した。このことから、初産婦，経産婦ともに、
病院を選択した人は最も否定的イメージが大
きく、助産所を選択した人は最も肯定的イメ
ージが大きかった。江守ら

　３）

の調査によると、
「出産に対するイメージは、病院（診療所も
含む）の初産・経産ともに違いがあり、助産
所の妊婦は初産婦のイメージが最も否定的で
なく、自力で自然に産むことを望んでいる」
と報告している。本調査においては、病院と
診療所は、初産婦、経産婦どちらも否定的な
イメージが最も大きく、助産所では初産婦の
方が肯定的イメージが大きかった。診療所で
は，アクティブバースを取り入れ、助産所と

新潟青陵大学紀要 第８号　　2008年３月

The sense, behaviors and standard of selection of women

図11　出産場所選択のための情報収集手段（複数回答） 
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同じスタイルの出産ができても、出産前は病
院と同様に否定的イメージが大きかった。
２）出産前の出産に対する希望と出産後の
気持ち

初産婦において、病院では出産前は「不安
がない出産」「気持ちに余裕がある出産」の
希望が多く、出産後は「がんばった出産だっ
た」が多かった。診療所では「不安がない出
産」の希望が多く、出産後は「がんばった出
産だった」が多かった。助産所では「女性で
よかったと思える出産」の希望が多く、出産
後は「がんばった出産だった」が多かった。
これらのことから、初産婦で病院と診療所を
選択した人は、不安のない出産をしたいとい
う希望が大きく、出産後は達成感が大きかっ
た。助産所を選択した人は「女性でよかった
と思える出産」に対する期待が大きく、出産
後は病院、診療所と同様に達成感が大きかっ
た。経産婦においては、病院では出産前は
「不安がない出産」「気持ちに余裕がある出産」
の希望が多く、出産後は「がんばった出産で
あった」が最も多かった。診療所では、出産
前は「不安がない出産」の希望が多く、出産
後は「がんばった出産だった」が多かった。
助産所では、出産前は「女性でよかったと思
える出産」の希望が多く、出産後は「不安が
ない出産であった」が多かった。これらのこ
とから、経産婦で病院と診療所を選択した人
は、初産婦と同様に、不安のない出産をした
いという希望が大きく、出産後は達成感が大
きかった。助産所を選択した人は、出産前は
「女性でよかったと思える出産」に対する期
待が大きく、出産後は不安がない出産が多く、
すなわち安心感のある出産ができた。大井ら

　４）

は病院、診療所、助産所の初産婦、経産婦と
もに「不安がない出産」「気持ちに余裕があ
る出産」を希望していると報告している。本
調査では病院と診療所では初産婦、経産婦ど
ちらも「不安がない出産」「気持ちに余裕が
ある出産」を希望する人が多く、助産所は
「女性でよかったと思える出産」を希望する
人が多く出産場所別の差がみられた。

３）出産前の出産に臨む姿勢と出産時の
姿勢

初産婦、経産婦ともに、病院では出産前は
「任せる」が最も多く、出産時も「任せた」
が最も多かった。診療所では出産前は「任せ
る」が最も多く、出産時は「希望を伝えた」
が最も多かった。助産所では、出産前は「家
族の協力を得る」が最も多く、次に「希望伝
える」が多かった。出産時は「自ら準備した」
が増加した。これらのことから、病院を選択
した人は、出産前後を通し「任せる」「任せ
た」という相手に依存する姿勢、診療所では
出産前は「任せる」から出産時は「希望を伝
えた」という、自分の出産への希望を伝える
姿勢がみられた。これは、今回の調査対象で
ある診療所は、アクティブバースを取り入れ
ていることから、産婦が自分の希望を伝えら
れる環境が整備されていたからだと考える。
助産所を選択した人は、相手に依存の姿勢は
なく、家族の協力を得ながら、自らの意思で
行動していた。大井ら

　６）

の調査によると、出産
に対する態度では「任せる」「家族の協力」
「希望を伝える」「自ら準備」の順に多く、
「希望を伝える」行動は病院や診療所よりも
助産所で産む人の方が多い。また、助産所で
は、分娩に対する主体的なかかわりを持とう
とする妊婦像があると報告している。本調査
では、出産前の姿勢については、初産婦、経
産婦ともに、病院と診療所が「任せる」姿勢
が多く、助産所では「希望を伝える」行動が
最も多かった。出産に対する主体性は、大井
らの調査と同様であった。

２．希望する出産の種類と出産時の希望体位
について
１）希望する出産の種類
初産婦、経産婦ともに、病院と診療所では

「自然分娩」の希望が最も多く、助産所では
全員「自然分娩」を希望していた。これらの
ことから、初産婦、経産婦ともにどの施設も
自然分娩を希望していることがわかった。二
瓶ら
　５）

の調査によると「初産婦、経産婦ともに
90％以上の人が自然分娩を希望し、初産婦と
経産婦による違いはないが、病院よりもその
他の場所を選択している人の方が自然分娩に
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対する意識が高かった」と報告しており、本
調査も同様の結果であった。
２）出産時の希望体位
初産婦は、どの施設も「出産になってみな
いとわからない」が最も多かった。これは出
産が初めての体験であることから、出産の進
行状況によって体位も変化するという意識の
現れだと考える。経産婦の出産の希望体位に
ついては、病院では「仰臥位」が最も多かっ
た。診療所と助産所では「出産になってみな
いとわからない」が最も多かった。早川ら

　７）

は
60％以上の妊婦は分娩体位について、意識し
ていないか、自分の意思を持っていないと報
告している。本調査では「考えていない」は、
病院の初産婦20%、経産婦33.3%、診療所の経
産婦13.3%という結果であり、早川の調査に
比べ少なかった。

３．フリースタイルの知識の有無について
フリースタイルの知識の有無についてみる
と、知識のない人は病院、診療所の順に多く、
反対に助産所では全員フリースタイル出産の
知識をもっていた。つまり、助産所はフリー
スタイルに対する意識は高いが、病院と診療
所はフリースタイルに関する意識が低いとい
える。助産所を選択した人は、フリースタイ
ルの知識をもとに、出産の進行状況に合わせ
て、その都度体位を変更して出産に臨むとい
う主体的出産への準備が備わっているとも考
えられる。

４．出産場所の選択理由と情報収集源に
ついて
１）出産場所の選択理由
初産婦、経産婦どちらも、病院と診療所で
は「立地条件」と「施設の充実」「評判」な
どが多く、助産所では、「立会い出産ができ
る」や「考えた出産ができる」「自然分娩が
できる」などの理由が多かった。これらのこ
とから、初産婦、経産婦ともに病院・診療所
選択の最大の理由は、立地条件や施設の充実、
評判などの施設に関することであり、助産所
は出産方法に関することであった。渡部ら

　８）

の
調査によると、出産施設の選択理由順位は次
のような結果であった。一般病院は「近い」

「大きい」「評判」の順、医院は「評判」「近
い」「医療者の対応」の順、助産所は「お産
のやり方」「母児同室」「医療者の対応」の順
であった。本調査もほぼ同様の結果であった
と考える。
２）出産場所選択のための情報収集手段に
ついて

初産婦、経産婦ともに、病院・診療所・助
産所における情報源は、「その施設で出産し
た人の話」が一番多かった。これは、実際に
体験した人の話は、施設を決定するにあたっ
て最も重要なものと考える。

Ⅴ．まとめ

現代女性の出産に対する意識を明らかにす
ることを目的に、出産場所別の選択要因と出
産に対する意識と行動を調査、分析した。初
産・経産別、施設別に比較検討した結果につ
いては次のとおりであった。
１．初産婦について
１）出産場所別に違いがあった項目以下の
とおりであった。
①出産に対するイメージ　②出産に対す
る姿勢　③フリースタイルの知識の有無
④出産に対する希望と出産後の気持ち　
⑤施設選択理由
２）施設別に違いがなかった項目は以下の
とおりであった。
①希望する出産の種類　②出産体位　
③出産施設に関する情報源

２. 経産婦について
１）出産場所別に違いがあったものは以下
のとおりであった。
①出産に対するイメージ　②出産に対す
る姿勢　③フリースタイルの知識の有無
④出産に対する希望と出産後の気持ち
⑤出産時の体位　⑥施設選択理由
２）施設別に違いがなかったものは以下の
とおりであった。
①希望する出産の種類　②出産施設に関
数する情報源
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Ⅵ．おわりに

妊産婦にとって出産の理想像は「安心、安
全、満足」である。大多数の出産は正常に進
行する。しかし、出産は急激に変化すること
もあり、それに対応できる十分な医療体制を
社会システムとして整えることが必要であ
る。助産師と医師は、出産に関し協力し合い、
出産の理想像である「安心，安全，満足」を
つくりあげる責任がある。つまり、チームと
いう意識をもち、メンバーシップを発揮する
ことで妊産婦の願望にこたえなければならな
い。
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